
更

生

保

護

法

案

に

対

す

る

附

帯

決

議

政

府

は

、

本

法

の

施

行

に

当

た

っ

て

は

、

次

の

事

項

に

つ

い

て

格

段

の

配

慮

を

す

べ

き

で

あ

る

。

一

本

法

の

運

用

に

当

た

っ

て

は

、

対

象

者

の

改

善

更

生

が

再

犯

防

止

と

一

体

の

も

の

と

し

て

行

わ

れ

る

よ

う

関

係

機

関

に

周

知

徹

底

を

図

る

こ

と

。

ま

た

、

更

生

保

護

の

責

務

は

国

が

負

う

べ

き

も

の

で

あ

る

こ

と

を

踏

ま

え

、

そ

の

充

実

強

化

を

図

る

た

め

、

十

分

な

財

政

措

置

を

講

ず

る

こ

と

。

二

更

生

保

護

の

一

層

の

充

実

を

図

る

た

め

、

他

の

刑

事

司

法

機

関

と

の

連

携

を

強

化

し

、

情

報

の

共

有

化、

に

努

め

る

こ

と

。

ま

た

、

定

住

支

援

、

就

労

支

援

な

ど

の

自

立

更

生

支

援

の

実

効

性

を

一

層

高

め

る

た

め

社

会

福

祉

関

係

機

関

及

び

地

方

公

共

団

体

と

の

更

な

る

連

携

強

化

を

図

る

こ

と

。

三

地

方

更

生

保

護

委

員

会

の

委

員

の

任

命

に

当

た

っ

て

は

、

積

極

的

に

民

間

人

、

特

に

、

法

律

、

精

神

医

学

、

社

会

福

祉

等

の

専

門

家

等

の

う

ち

か

ら

男

女

の

バ

ラ

ン

ス

に

も

考

慮

し

て

登

用

す

る

よ

う

努

め

る

こ

と

。

四

仮

釈

放

等

の

判

断

が

適

切

に

行

わ

れ

る

よ

う

仮

釈

放

許

可

基

準

の

見

直

し

等

を

進

め

、

そ

の

審

理

に

当

た

っ

て

は

、

被

害

者

等

の

意

見

が

適

切

に

反

映

さ

れ

る

と

と

も

に

、

そ

の

こ

と

に

よ

っ

て

仮

釈

放

等

が

い

た

ず

ら

に

消

極

化

し

な

い

よ

う

十

分

に

配

慮

す

る

こ

と

。

ま

た

、

受

刑

者

本

人

の

仮

釈

放

等

へ

の

関

与

の

機

会

の

拡

大

や

仮

釈

放

等

取

消

措

置

前

の

告

知

聴

聞

の

機

会

の

保

障

に

つ

い

て

引

き

続

き

検

討

を

進

め

る

こ

と

。

五

実

効

性

の

高

い

保

護

観

察

を

実

施

す

る

た

め

に

、

特

に

、

保

護

観

察

官

の

専

門

性

の

一

層

の

強

化

及

び

大

幅

増

員

、

保

護

観

察

所

運

営

の

改

善

に

努

め

る

と

と

も

に

、

保

護

司

の

待

遇

改

善

、

新

た

な

適

任

者

の

確

保

な

ど

保

護

司

制

度

の

一

層

の

充

実

に

努

め

、

保

護

観

察

体

制

の

着

実

な

強

化

を

図

る

こ

と

。



六

特

別

遵

守

事

項

の

設

定

に

当

た

っ

て

は

、

当

該

対

象

者

の

状

況

を

十

分

に

踏

ま

え

た

現

実

に

達

成

可

能

な

も

の

と

す

る

よ

う

配

意

す

る

と

と

も

に

、

そ

の

違

反

を

機

械

的

に

不

良

措

置

に

結

び

付

け

る

こ

と

が

な

い

よ

う

、

適

正

に

運

用

す

る

こ

と

。

七

満

期

釈

放

者

や

更

生

保

護

施

設

へ

の

入

所

を

断

ら

れ

た

者

等

へ

の

支

援

措

置

の

在

り

方

に

つ

い

て

、

引

き

続

き

調

査

・

研

究

を

行

い

、

必

要

な

措

置

を

講

ず

る

こ

と

。

八

保

護

観

察

対

象

者

の

改

善

更

生

を

図

る

上

で

、

更

生

保

護

施

設

の

担

う

役

割

は

大

き

く

、

そ

の

機

能

の

拡

充

が

緊

要

と

な

っ

て

い

る

こ

と

に

か

ん

が

み

、

十

分

な

財

政

措

置

を

含

む

支

援

を

一

層

強

化

す

る

と

と

も

に

、

公

的

な

更

生

保

護

施

設

の

設

置

・

運

営

に

つ

い

て

調

査

・

研

究

を

進

め

る

こ

と

。

右

決

議

す

る

。


